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研究要旨  

頚椎後縦靭帯骨化症を含む脊髄症患者と健常者において、三次元動作解析装置と床反力 

計を用いた振り返り動作による先行随伴性姿勢調節機能（anticipatory postural  

adjustment: APA）の解析と歩行解析を行った。脊髄症患者では健常者に比較し 

APA 時間が有意に延長していた。また、脊髄症患者における歩幅は JOA 下肢運動スコ 

アの重症化に伴い有意に短縮化していた。脊髄症患者における先行随伴性姿勢調節機能 

の低下と歩幅の短縮化は転倒リスクの一因となる可能性が示唆された。 

 

Ａ．研究目的 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）を含む脊髄症は、

手指巧緻運動障害や歩行障害などの錐体路障

害のみならず、姿勢反射障害による転倒の危

険性ならびに非骨傷性脊髄損傷が問題となる。

本研究の目的は、OPLL を含む脊髄症患者と健

常者における先行随伴性姿勢調節機能

（anticipatory postural adjustment: APA）

を比較検討することである。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は、当院で手術を施行した OPLL を含む脊

髄症患者 14 例（男性 8例、女性 6例、平均年

齢 71.9 歳）と年齢・性別をマッチした健常者

22 例（男性 10例、女性 12例、平均年齢 68.7

歳）である。三次元動作解析装置と床反力計

を用いた振り返り動作による先行随伴性姿勢

調節機能の解析と歩行解析を行った。検討項

目は APA 時間、ターン時間、歩幅および%歩幅

で、脊髄症患者においては、JOA スコアと APA

時間、ターン時間、歩幅および%歩幅との相関

を解析した。統計学的解析には、t 検定と

Pearson の相関分析を用いた。 

 

Ｃ．研究結果 

身長と体重は脊髄症群 161.1cm/60.0kg、健常

者161.2cm/61.6kgで2群間に有意差を認めな 

かった。APA 時間/ターン時間/歩幅/%歩幅は

脊 髄 症 群 で 0.46 秒 /0.31 秒 /2.22 秒

/302.5mm/18.7%、健常者で 0.38 秒/0.33 秒

/1.95 秒/347.6mm/21.6%と、脊髄症群では APA

時間が有意に延長しており（p＜0.05）、ター

ン時間も長い傾向を認め（p=0.14）、歩幅と%

歩幅は小さい傾向を認めた（p=0.09, p=0.07）。

脊髄症群の上肢運動/下肢運動/total の JOA

スコアは 2.3/1.9/9.7 点で、下肢運動スコア

と歩幅および%歩幅は、それぞれ0.65（p=0.01）

および 0.62（p=0.01）の正の相関を示し、下

肢運動スコアが低いほど有意に歩幅が短縮化

していた。 

 

Ｄ．考察 

OPLL を含む脊髄症患者では健常者に比較し

APA 時間が有意に長く、先行随伴性姿勢調節

機能が低下していることが判明した。一方で

歩幅は短縮の傾向を認め、これらは JOA 下肢

運動スコアの重症化に伴い有意に短縮化して
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いた。脊髄症患者における先行随伴性姿勢調

節機能の低下と歩幅の短縮化は転倒リスクの

一因となる可能性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

OPLL を含む脊髄症患者では健常者に比較し

APA 時間が有意に延長しており、先行随伴性

姿勢調節機能が低下していた。また、脊髄症

患者における歩幅は JOA 下肢運動スコアの重

症化に伴い有意に短縮化していた。先行随伴

性姿勢調節機能の評価は、転倒リスクならび

に下肢運動機能を評価する一助となる可能性

が示唆された。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 
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